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【  症例 】     ７２歳   女性 
 
【現病歴】    ２０１２年１月、咽頭痛・咳嗽の為、近医を受診。その際白血球減少を指摘されたが 
         投薬により咳嗽症状は軽快した。５月に右耳が腫脹し、近くの耳鼻科を受診し内服 
         を開始、皮疹出現し新たに皮膚科を受診。白血球減少が続いていた為、当院内科 
         へ紹介となった。紹介時の症状としては、悪寒・嘔気・発熱・右前腕部膿庖を認めた。          

【既往歴】  子宮筋腫・痔ろう・骨粗鬆症  

 
  ＡＳＴ 18  ＡＬＴ 15  ＬＤＨ 178  ＡＬＰ 337  γＧＴＰ 32  Ｔ－ＢＩＬ 0.2   Ｎａ 139  Ｋ 3.7 Ｃｌ 101   

  ＴＰ 6.6 ＡＬＢ 3.0 ＢＵＮ 12.8  ＣＲＥ 0.49   CRP 0.7（＋） 
 
  ＷＢＣ 2190 ＲＢＣ 407 Ｈｂ 12.3 Ｈｔ 36.5 ＭＣＶ 89.7 ＭＣＨ 30.2 ＭＣＨＣ 33.7 ＰＬＴ 52.0 
  Ｒｅｔ 12.3 
  末梢血分画（ Ｓｔａｂ 1  Ｓｅｇ 0  Ｂａｓｏ 8  Ｅｏｓｉｎ 8  Ｍｏ 40  Ｌｙ－ｍｐｈ 41  Ａｔｙ－ｌｙｍ 2 

【検査結果】   

 骨髄データ 
  NCC 155000  Mgk 78  M/E 4.1 
 Erythro 17.6  Myeloid 65.0（blast  0.8  Pro  11.8  Myelo  10.2  Meta  19.4  Stab  21.0  Seg  1.6  Eosin 

   6.8  Baso  0.6  L-Mitosis  0.4）   Lympho  5.6  Mono  2.4  Plasma  1.0   Retic   0.6   Mgk   0.2  
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